
讐離驚 Ni906 人口と世帯 

シンボルマーク 

今月の立侵武多 其ノ六 
東京ドーム出陣まであと158日 

、 
市教育委員会が立

侵武多を通して郷土

の祭りを知ってもら

おうとこのほど、市内5小学校

の児童らが、立倭武多の紙張り

作業や祭り期間中、駅前からI日

ロータリーまで展示する金魚ね

ぷた製作の体験学習を行いまし

た。 

6 月15日には、五所川原小学

校（土岐慶紀校長） 3年1組の 

31名が、製作者の説明を聞いた

後、立侵武多の腰の部分の紙張

り作業を手伝いました。 

紙を張り終えた児童らは運行

される 8 月が来るのを今か今か

と楽しみにしていました。 

（製作進捗率60%) 

(6月20日現在） 
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市のシンボルとなる立倭武多の運行予想図 
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「活力ある元気な街」 

の実現に 

向けて！ 

6月9日、県知事に対する平成11 

年度の重点要望事業説明会がホテル

青森で行われました。 市では市民が

安心して暮らせる 「活力ある元気な

街」の実現に向けて最重点要望7件、 

重点要望事業5件、合わせて12件の

事業を要望しました0 

要望事業 

2
 

五所川原市役所 丑35-2111 	平成10年 7 月 1日 

「主
要
地
方
道
青
森
五
所
川
原
線
の

バ
イ
パ
ス
建
設
に
つ
い
て
」
（
新規
）
 

五
所
川
原
市
と
青
森
市
と
を
最
短

で
結
ぶ
主
要
地
方
道
青
森
五
所
川
原

線
は
、
狭
阻
で
急
カ
ー
ブ
、
急
勾
配

区
間
が
多
く
、
し
か
も
冬
期
間
閉
鎖

さ
れ
て
い
る
現
状
に
あ
り
ま
す
。
 

つ
き
ま
し
て
は
、
本
路
線
の
バ
ィ

パ
ス
化
を
図
り
、
青
森
環
状
線
と
連

結
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
連
携
強

化
や
防
災
上
の
観
点
か
ら
広
域
幹
線

道
路
の
複
数
確
保
を
図
る
た
め
バ
ィ

パ
ス
建
設
を
要
望
す
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。
 

県
回
答
・
・
主
要
地
方
道
青
森
五
所

川
原
線
に
つ
い
て
は
、
改
良
済
で
は

あ
り
ま
す
が
、
全
線
約
二
十
八
』
の

う
ち
、
約
三
割
が
車
両
幅
員
五
・
五
 

m
未
満
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

こ
の
た
め
、
狭
阻
及
び
急
カ
ー
ブ

の
た
め
大
型
車
の
す
れ
違
い
が
困
難

な
区
間
を
重
点
的
に
整
備
す
る
こ
と

と
し
て
お
り
、
平
成
七
年
度
か
ら
野

木
和
工
区

（
約1
11・
四
』
）
整備
に
着

手
し
て
お
り
ま
す
。
 

今
後
と
も
、
道
路
の
利
用
形
態
、
 

交
通
需
要
等
を
勘
案
し
な
が
ら
順
次

整
備
を
進
め
て
参
り
ま
す
。
 

ま
た
、
ご
要
望
の
バ
イ
パ
ス
建
設

に
つ
い
て
は
、
平
成
十

一
年
度
に
調

査
費
を
予
算
計
上
し
、
調
査
を
実
施

い
た
し
ま
す
。
 

「中
心
商
店
街
の
活
性
化
」
に
つ
い

て

（
新
規）
 

五
所
川
原
市
の
商
業
環
境
は
周
辺

町
村
へ
の
商
業
立
地
等
に
よ
り
、
依

然
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
特
に
中
心

商
店
街
に
お
き
ま
し
て
は
、
更
に
空

洞
化
が
進
む
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
 

こ
れ
に
対
処
す
る
た
め
、
大
型
駐

車
場
の
整
備
ゃ

（仮
称
）
 
「立
侵
武

多
の
館
」
の
建
設
を
検
討
し
て
い
く

こ
と
で
中
心
商
店
街
の
再
活
性
化
を

図
る
こ
と
を
検
討
い
た
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
係
る
各
種
制
度
、
施
策
等

に
つ
き
ま
し
て
、
ご
支
援
、
ご
指
導

賜
り
た
く
要
望
い
た
し
ま
す
。
 

県
回
答
・
・
本
県
に
お
い
て
は
多
く

の
商
店
街
で
空
洞
化
が
進
ん
で
お
り
、
 

商
店
街
の
活
性
化
が
重
要
な
課
題
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

五
所
川
原
市
に
お
い
て
も
こ
の
例

に
も
れ
ず
、
中
心
商
店
街
の
空
洞
化

対
策
と
し
て
こ
れ
ま
で
商
店
街
空
き

店
舗
活
用
促
進
事
業
（H
八
年
度
）
、
 

空
き
店
舗
対
策
モ
デ
ル
事
業
（
H
九

年
度
）
を
実
施
し
、
さ
ら
に
平
成
九

年
度
に
は
商
業
基
盤
施
設
事
業
等
に

よ
り
駅
前
地
区
拠
点
ビ
ル

（五
所
川

原
商
工
会
館
）
を
建
設
し
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。ま
た
、平
成
十
年
度
に

は
商
店
街
駐
車
対
策
モ
デ
ル
事
業
を

実
施
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
 

中
心
市
街
地
活
性
化
法
に
よ
れ
ば
、
 

で
 

市
町
村
は
国
、
県
の
指
導
の
も
と
市

街
地
の
整
備
改
善
及
び
商
業
等
の
活

性
化
に
関
す
る
 「
基
本
計画
」
を
作

成
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
お

り
、
県
で
は
こ
の
法
律
な
ど
も
踏
ま

え
て
、
国
及
び
関
係
部
局
と
も
連
携

し
な
が
ら
中
心
商
店
街
の
活
性
化
に

引
き
続
き
努
め
て
参
り
ま
す
。
 

ま
た
、
（仮
称
）
「
立侵
武
多
の
館
」
 

の
建
設
構
想
に
つ
い
て
は
、
五
所
川

原
市
の
観
光
振
興
や
地
域
活
性
化
に

資
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
事
業
で

あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
今
後
、
 

十
分
お
話
を
伺
い
な
が
ら
相
談
に
応

じ
て
参
り
ま
す
。
 



triiA& II 黒烹 

第―部 最重点要望 
文書要望 

④青森テクノボリス 

ハイテク工業団地漆 

川への企業誘致の推 

進にっいて 

青森県計画である西北五地域

拠点農工団地への企業誘致の促

進を要望 

②幹線道路の整備促 

進にっいて 

第ニ部 
文書要望 

地域間交流、地域振興のため

津軽自動車道、国道339号五

所川原北バイパス、主要地方道

五所川原黒石線のバイパス化な

どの整備促進を要望 

最重点要望 
畦羅醸舞謡熱慕唾隣躍 

③河川総合開発事業 

の促進にっいて 

岩木川の治水施設としての 

「津軽ダム」の早期完成と十I止

旧十川の改修を要望 

④（仮称）地区公園 

の整備促進にっいて 

新市街地地区への（仮）地区

公園整備の早期実現にっいての

支援等を要望 

⑤社会保険事務所の 

設置にっいて 

年金受給者への行政サービス

のため、西北五地域を対象とし、 

当市への設置を要望 
」
則 備 点

促 都進 市 に 
弘整 拠 

の 	地 っ 域 い ⑥ 

の て 

中
心
市
街
地
区
の
整
備
と
、
石
岡
、
 

姥
庖
地
区
の
郊
外
型
商
業
機
能
の
整
 

備
を
要
望
 

⑦津軽半島循環道路 

の整備促進にっいて 

半島地域が持っ自然、歴史、文

化等の資源の一層の活用を図る

ため、津軽半島循環道路（国道 

280号、339号）等の整備

促進を要望 

五所川原市役所 容35-2111 3 平成10年 7 月 1日 

「水
と
緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
の

推
進
に
つ
い
て
」
（
新
規）
 

本
市
の
市
街
地
は
歴
史
あ
る
堰
が

縦
横
に
流
れ
て
お
り
ま
す
が
、
昭

和
六
十
三
年
度
に
国
営
平
川
か
ん
が

い
排
水
事
業
が
完
了
し
た
こ
と
に
よ

り
、
現
在
で
は
、
生
活
雑
排
水
の
排

出
に
利
用
さ
れ
、
悪
臭
や
害
虫
の
原

因
と
な
り
環
境
の
悪
化
を
招
い
て
お

り
ま
す
。
 

こ
の
堰
に
親
水
性
の
あ
る
広
場
や

散
策
路
等
を
整
備
し
、
 
（仮
称
）
つ

る
や
稲
荷
い
こ
い
の
広
場
等
の
公
園

と
連
携
さ
せ
る
こ
と
で
、
災
害
時
の

避
難
地
の
確
保
や
快
適
な
都
市
環
境
 
 

の
形
成
を
図
る
た
め
、
当
ネ
ッ
ト
ワ
 

ー
ク
の
拠
点
と
な
る
公
園
整
備
事
業

に
つ
い
て
ご
指
導
、
ご
支
援
を
要
望

い
た
し
ま
す
。
 

県
答
弁
・
・
五
所
川
原
市
に
お
い
て

は
、
平
成
九
年
度
策
定
し
た
「
緑
の

基
本
計
画
」
 
につ
い
て
市
民
へ
の
公

表
及
び
関
係
機
関
と
連
絡
調
整
を
進

め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
今
後
、
 

平
成
九
年
度
に
建
設
省
が
創
設
し
た
 

「
水と
緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
公
園
整

備
事
業
」
 
での
実
施
に
つ
い
て
、
市

と
協
議
、
調
整
を
取
り
な
が
ら
県
と

し
て
も
計
画
の
実
現
に
向
け
、
国
に

対
し
働
き
か
け
て
参
り
ま
す
。
 

「青
森
職
業
能
力
開
発
短
期
大
学
校

の
四
年
制
大
学
校
化
に
つ
い
て
」
 

（
継
続）
 

同
校
は
、
工
科
系
技
術
者
を
養
成

し
地
域
産
業
の
振
興
や
企
業
誘
致
に

も
多
大
な
貢
献
を
し
て
参
り
ま
し
た

が
、
二
年
制
短
大
で
は
、
よ
り
高
度

化
し
た
科
学
技
術
者
の
育
成
が
困
難

で
あ
り
ま
す
。
 

全
国
の
こ

の
よ
う
な
状
況
を

踏

ま
え
、
国
に
お
き
ま
し
て
は
、
平
成

九
年
度
よ
り
高
度
な
職
業
訓
練
等
を

行
う
た
め
の
計
画
的
な

「
四年
制
大

学
校
化
」
へ
の
移
行
を
検
討
さ
れ
て

お
り
ま
す
の
で
、
青
森
職
業
能
力
開

発
短
期
大
学
校
の
「
四
年
制
大
学
校

化
」
 
の
早期
実
現
に
つ
い
て
ご
支
援

ご
協
力
を
要
望
い
た
し
ま
す
。
 

県
回
答
・
・
青
森
職
業
能
力
開
発
短
 

,
 

期
大
学
校
の
大
学
校
へ
の
昇
格
に
つ

い
て
は
、
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
の
拠
点
校

と
し
て
の
宮
城
校
の
影
響
等
を
見
極

め
る
必
要
が
あ
り
、
長
期
的
職
業
能

力
開
発
行
政
の
見
地
か
ら
五
所
川
原

市
当
局
の
熱
意
等
が
反
映
さ
れ
る
よ

う
平
成
十
一
年
度
青
森
県
重
点
要
望

と
し
て
、
労
働
省
な
ど
に
働
き
か
け

て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
 

「畑
作
園
芸
試
験
場
津
軽
支
場
の
設

置
に
つ
い
て
」
（継
続
）
 

県
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
農
林
業

試
験
研
究
機
関
の
技
術
開
発
と
試
験

研
究
の
推
進
体
制
を
踏
ま
え
た
「
農

林
業
試
験
研
究
基
本
構
想
」
が
昨
年

度
策
定
さ
れ
た
と
伺
っ
て
お
り
ま
す

が
、
当
地
域
の
省
力
型
生
産
体
系
と

し
て
の
養
液
栽
培
シ
ス
テ
ム
を
推
進

し
、
農
業
及
び
施
設
園
芸
の
振
興
を
 
 

図
る
た
め
、
畑
作
園
芸
試
験
場
津
軽

支
場
等
の
試
験
研
究
機
関
の
設
置
を

要
望
い
た
し
ま
す
。
 

県
回
答

・
・
県
で
は
、
平
成
九
年
度

に

「
青森
県
農
林
業
試
験
研
究
推
進

構
想
」
を
取
り
ま
と
め
た
と
こ
ろ
で

あ
り
、
こ
の
中
で
野
菜
部
門
の
強
化

に
向
け
、
現
在
六
戸
町
に
あ
る
畑
作

園
芸
試
験
場
を
野
菜
試
験
場
（
仮
称
）
 

に
再
編
す
る
と
と
も
に
、
近
年
、
生

産
拡
大
の
目
覚
ま
し
い
津
軽
地
域
の

野
菜
振
興
を
支
援
す
る
た
め
、
現
在

の
農
業
試
験
場
の
水
田
利
用
部
及
び

砂
丘
分
場
を
、
野
菜
試
験
場
津
軽
支

場
（
仮
称
）
に
再
編
す
る
構
想
と
し

て
お
り
ま
す
。
 

構
想
の
具
体
化
に
当
た
っ
て
は
、
 

要
望
を
も
念
頭
に
置
き
な
が
ら
検
討

し
て
参
り
ま
す
。
 



夏
ま
つ
り
 

議
所
ム
ム
員
参
加
 

会
議
所
青
森
ブ

ロ
ッ
ク
会
員
大
会
 

六
月
十
五
日
、
弘
南
バ
ス
鞠

五
所
川
原
営
業
所
社
員
約
二
十

名
が
小
雨
降
る
中
、
狼
野
長
根

公
園
周
辺
の
ご
み
拾
い
を
行
い

ま
し
た
。
 

公
園
周
辺
は
す
っ
か
り
き
れ

い
に
な
り
ま
し
た
。
 

大
変
ご
苦
万
様
で
し
た
。
 

今
年
も
虫
人
形
を
展
示
し
ま
す
「
 

青
森
空
港
と

J
R
上
野
駅
 

旦
、
8
月
2
8日
 

今
年
も
、
 「
虫
おく
り
と
火
ま
つ
 

央
改
h
じ
1
1マ
 

2
5日
 

、
 

R
と
し
て
虫
人
形
を
展
示
 

六
月
十
四
日
、
（
社
）
日本
青
年
会

議
所
東
北
地
区
青
森
ブ
ロ
ッ
ク
協
議

会
の
第
二
十
八
回
会
員
大
会
が
オ
ル

7
了
ン
ア
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
典

終
了
後
、
大
懇
親
会
が
岩
木
川
の
田

川
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
（社
）
五所

川
原
青
年
会
議
所

（
三
浦重
義
理
事

長
）
が
八
月
に
行
っ
て
い
る
 「
火ま

つ
り
」
を
披
露
し
、
「
た
いま
つ
」
や
 

「
虫の
昇
天
」
 
の勇
壮
さ
、ス
ケ
ー
ル

の
大
き
さ
に
県
内
は
も
と
よ
り
東
北

各
地
か
ら
の
来
訪
者
は
驚
嘆
し
て
い

ま
し
た
。
 

消
防
制
式
信
号
 

ラ
ッ
パ
2
5本
配
備
 

（
五
所
川
原
市
消
防
団
）
 

五
所
川
原
市
消
防
団

（
加
納
金作

団
長
）
は
財
団
法
人
自
治
総
合
セ

ン
タ
ー
が
実
施
し
て
い
る
 
「平
成
十

年
度
ふ
る
さ
と
消
防
団
活
性
化
助
成

事
業
」
 
の助
成
を
受
け
、
こ
の
た
び

市
消
防
団
ラ
ッ
パ
隊
に
消
防
制
式
信

号
ラ
ッ
パ
を
二
十
五
本
配
備
し
ま
し

た
。
 

配
備
し
た
消
防
制
式
信
号
ラ
ッ
パ

は
、
市
消
防
団
ラ
ッ
パ
隊
の
消
防
団

定
期
観
閲
式
、
出
初
め
式
な
ど
の
各

種
行
事
や
消
防
団
の
教
育
訓
練
時
に

お
け
る
消
防
団
員
の
士
気
e
高
揚
と

技
術
の
向
上
に
大
き
な
成
果
が
期
待

さ
れ
ま
す
。
 
 

書
き
損
じ
た
ハ
ガ
キ
を
集
め
、
 

青
森
県
ろ
う
あ
協
会
西
北
支
部
 

(
5
万
円
寄
贈
 

.
 

.
 

全
逓
信
労
働
組
合
 

』
西
北
地
方
支
部
（
外
 

n品
「雄
鶏競
 

じ
た
ハ
ガ
キ
を
集
め
、
 

青
森
県
ろ
う
あ
協
会

西
北
五
支
部

（
村田

正
光
支
部
長
）
の
活

動
に
役
立
て
て
く
だ

さ
い
と
支
援
金
を
贈
 

「
「
ー

l
 

 り
ま
し
た
。
 

《
，
 

灘
雛
 

狼
野
長
根
公園
の
 

ご
み
拾
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
 
 

善
意
の
花
か
ご
 

⑥
社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

〇
株
式
会
社
青
森
舗
道
（
工
藤
浩

代
表
取
締
役
）
井
十
万
円
。
 

〇
東
岳
後
援
会
（松
橋
喜
一
会
長
）
 

廿
三
万
円
。
 

〇
株
式
会
社
ス
ポ

ー
ツ
ア
カ
デ
I
I
I
 

ー
五
所
川
原
（
吉田
直
司
所
長
代

理
）
廿
十
万
円
。
 

〇
ス
ナ
ッ
ク
「
誠
」
伝
法
谷
誠
子

店
主
（川
端
町
早

5
)
 

廿
十
二
万
二
千
四
百
六
十
九
円
。
 

⑨
地
域
福
祉
セ
ン
タ

ー
へ
 

〇
五
所
川
原
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
芸
能
部
（
佐
々
木
み
束
代
表
）
 

6
8人
廿
慰
間
（
踊
り
）
。
 

〇
山
百
合
会
（粕
谷

I
I
、キ
ェ
代
表
）
 

廿
慰
問
（9
人
に
よ
る
歌
と
踊
り
）
。
 

〇
山
百
合
会
・
田
戸
岡
ユ
ミ
さ
ん

廿
寄
贈

（
ポケ
ッ
ト
テ
ッ
シ
ュ
カ

バ
ー
7
0個
）
。
 

⑥
養
護
老
人
ホ
ー
ム
く
る
み
園
へ

〇
東
北
電
力
株
式
会
社
婦
人
と
電

気
の
会
（
菅
井
節
子
会
長
）
3
3人

廿
奉
仕
（く
る
み
園
外
の
草
取
り
）
。
 

人
V
人
V
人
V
人
v
人
V
A
V
A
◇

A
V◇
》
A
V人
V
人
V
 

＊
お
詫
び
と
訂
正
＊
 

広
報
6
月
1
5日号
2
ペ
ー
ジ
、サ
ェ
ラ
グ

ラ
ン
プリ
受
賞
の
記
事
につ
い
て鶴
田
町

の
菊
池
由
利
子
さ
ん
と
掲
載
しま
し
た
が

市
内
の
菊
池
さ
ん
の
間
違
い
で
した
の
で
、
 

関
係
者
の皆
様
に
お詫
び
し
て
、
訂
正
い

た
し
ま
す
。
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西北五広域ブロック 

、、 

“海道＆街道をゆく” 

かがりび 

芸黛藁 1998年 7月的日縄文の森に誓いの簿火が灯る 
文化観光立県三 	 圭本I目せ7ゾレ矢日uLてケI目白三／ノ、1、、ノk幼イト 
ー、一萱苦一… 	 戸林呆xlし笥tフ1ニユLりiそ旦旨つヘノ I、illiゴノ~ 

全市町村が順々にそれぞれの

ゆかり深い地において、灯火（と

もしび）を起こします。 

西北五広域内の14市町村から

の思いが五所川原でーつになり

奥津軽の灯火として縄文の森の

等火に着火します。 

「灯火起こし」は、我がまちな

らではのセレモニーイベントと

して、テレビの特別番組として

放送し、文化観光立県への参加

意識を盛り上げてゆきます。 

／ーセレモニーの内容 

・市長あいさつ 

・火おこし者： 

津軽金山焼窯業協同組合 

理事長 毛内 秀登 

・五所川原幼稚園児による鼓 

笛隊の演奏及びパレード 

・あすなろ大太鼓の打ち鳴らし 

・火まつり白装束姿の五所川

原青年会議所会員による火

の受け渡し 

カウントダウンイベント 文化観光立県宣言記念イベント ふるさと発見セミナー 

	

7月17日（金） 	 7月19日（日） 	 7月26日（日） 

	

〇時間 14時～15時 	〇時間 11 時～21時 	〇時間 14時～17時 

〇場所 市役所前おまつり広場 〇場所 三内丸山遺跡（入場無料） 〇場所 五所』原オルテンシア（入場無 

文化観光立県宣言記念イベント 
7月19日（日） 

〇時間 11 時～21時 

〇場所 三内丸山遺跡（入場無料） 

ふるさと大祭典 

・ふるさと芸能 	竹時～17時25分 

青森県内の代表的な芸能を披露いたし

ます。その中で、15時10分から西北五合

作芸能として「神々の祭り奥津軽ファン

タジー」を会場内のメインステージにて

発表いたします。 

・ふるさと物産・食の市 	竹時～17時 

青森県内のおいしい料理や物産をぜひ

この機会に .ノ 

・わんばく体験 	 11時～17時 

あなたも縄文体験にチャレンジ！ 

・国際交流 	 竹時～17時30分 

国際色豊かなゲームや舞踊、パフォー 

マンスなどをとおして、国際交流の輪を

広げましょう。 

文化観光立県宣言記念式典 

18時30分～20時 

詩・音・踊りや合唱に引き続き、各市町

村のゆかりの深い地において起こした灯火

が入場。人から人へ、思いから思いへと繋

ぎ、県民の心をひとつにした灯火を等火に

着火し、高らかに「文化観光立県」を宣言

します。 

また、宣言式典に先立ち、郷土芸能によ

る「祝典ーふるさとの心」の披露がありま

す。 (17時30分～18時30分） 

宗次郎スペシャルコンサート 

20時～21時

日本を代表するオカリナ演奏者宗次郎が、 

アコースティックサウンドで新しい心象風

景の旅へと誘います。 

日本海交易を育んだ十三湊、鯵ケ沢、そ

して海と陸をつなぐ街道をキーワードに、 

縄文・中世・江戸の各時代に視点をあて、 

奥津軽の魅力を探求し、青森県の魅力を再

発見します。 

<I部〉基調講演 

「鯨と人の海道」秋道智禰 

(2部〉シンポジウム「海道と街道」 

縄文海道＆街道ー秋道智禰、小山修三

中世海道＆街道・・干田嘉博、安彦良和 

江戸海道＆街道 	杉浦日向子 

(3部〉創作芸能「神マの祭り奥津軽フア

ンタジー」 

出演】奥津軽創作芸能のみなさん 

秋道 智禰 小山 修三 杉浦 日向子 安彦 良和 
院馴 C GAK K ENより〕 

7月19日の交通のご案内 

三内霊園南口～慈恵会病院の区間Iよ般

車両通行禁止となりますので、ご注意くだ

さい。 

お車でお越しの方は、浜田臨時駐車場を

ご利用ください。 8時30分から22時30分ま

での間、浜田臨時駐車場一三内丸山遺跡間

の無料バスが約5-10分間隔で運行します。 

※ 7 月19日は、県運転免許センターの窓口

業務は中止となります。 

ふるさと発見セミナー 
7月26日（日） 

〇時間 14時～17時 

〇場所 五所』原オルテンシア（入場無料） 

青森県文化観光立県宣言記念イベント 

12月4（金）・5（土）・6（日）in 東京ドーム 
1. 文化観光ゾーン●三内丸山遺跡●白神山地●青森県の芸術（文人、画

家等）●観光資源バネル展●青森ねぶた●弘前ねぶた●八戸三社大祭●五

所川原立倭武多 己．交流ゾーン●障害者の参加・交流●実演コーナー●体

験コーナー●自然ふれあいコーナー●青森県の博士クイズ 3 物産展と
商談会ゾーン●物産展●商談会 4．イベントと郷土料理ゾーン●郷土芸

能●ライプコンサート●郷土料理レストラン 5.情報発信ゾーン 
	f 

5 平成10年 7 月1日 
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法
律
相
談
を
 

無
料
で
行
い
ま
す
 

市
民
課
 
内
線

2
0
1
・
2
0
2
 

働
く
婦
人
の
家
 

生
活
講
座
受
講
生
募
集
 

市
働
く
婦
人
の
家
 

公
（3
5)
8
8
9
8
 

F
A
X
(3
5)
8
95
3
 

中
小
企
業
設
備
近
代
化
 

資
金
貸
付
制
度
 

青
森
県
商
工
政
策
課
高
度
化
資
金
班
 

四
0

1
7
7

(
3
4)
9
3
6
7
 

●

7
月
2
5日
田
 
1
3時

、
1
5時
3
0分

市
中
央
公
民
館
 
2
階
第
2
会
議
室

◇
内
容
 
身
上
の
い
っ
さ
い
の
悩
み
事

葛
西
聡
弁
護
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
 

◇
そ
の
他
 
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
定
員
5
名
に
な
り
次
第
締
め
切

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

〈男
の
料
理
教
室
〉
 

ー
お
盆
に
作
る
精
進
料
理
ー
 

●

7
月
1
6日
困
 

1
8時
3
0分

、
2
0時
3
0分
 

◇
講
師
 
長
岡
ハ
チ
ェ
先
生
 

〈
茶道
教
室

（
江戸
千
家
）>
 

●

7
月
2
8日
因
I
1
0月
2
7日
因
 

7
回
講
座
 
第
2
・
第
4
火
曜
日
 

1
8時
3
0分

、
2
0時
3
0分
 

◇
講
師
 
中
村
千
恵
先
生
 

中
小
企
業
者
が
機
械
設
備
を
購
入
す

る
際
に
、
県
か
ら
5
年
間
無
利
子
で
設

備
資
金
の
2
分
の
1
を
融
資
（
5
0万
円

以
上
4
,0
0
0
万
円
以
下
）
しま
す
。
 

た
だ
し
、
融
資
条
件
と
し
て
不
動
産

担
保
ま
た
は
保
証
人
（
保
証
人
の
み
の

場
合
、
融
資
額
は
2
,0
0
0
万
円
ま

で
）
が
必
要
で
す
。
 

新
し
い
人
権
擁
護
委
員
 

を
紹
介
し
ま
す
 

市
民
課
 
内
線

2
0
1
・
2
0
2
 

毎月1日は、県民交通安全の日 

五所川原市交通安全対策協議会 
五 所 川 原 警 察 署 

青森県内 五所川原警察署管内 

発生 
3,599 

(+82) 
157 
(+3) 

死者 
51 

(+5) 
4 

(+3) 

傷者 
4,297 

(+26) 
187 
(-5) 

交通安全は家庭から

交通事故概況 

( ）内は、前年対比 

ボクがベルト 

しめるまてる 

ノぐノぐまって 

運転中 かけようベルト 

かけるな電話 

\ 	7月は交通安全の月です 	／ 

/ 	N 	 l// \  

◆シートベルト着用強調月間◆ 

◇実施期問 

7 月 1 日～ 7 月 31 日 

◇スローガン 

抱っこより 

チャイルドシートが 母の愛 

―運転はゆったりハートにしっかりベルトー 
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ひ
と
り
親
家
庭等
の
み
な
さん
へ

ひ
と
り
親
家
庭
等
の
医
療
費
 

給
付
受
給
資
格
の
更
新
 

市
福
祉
事
務
所
 
生
活
福
祉
課

児
童
家
庭
係
 
内
線

5
4
6
 

市
で
は
、
所
得
の
少
な
い
ひ
と
り
親

家
庭
等
の
医
療
費
の
負
担
を
軽
減
す
る

こ
と
に
よ
り
、
ひ
と
り
親
家
庭
等
の
福

祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

制
度
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
 

⑨
更
新
手
続

（持
参
す
る
も
の
）
 

・

受
給
資
格
認
定
通
知
書
‘
保
険
証
 

・

印
鑑
・
所
得
等
証明
書
（平
成
1
0年
度
）
 

◇
期
問
 
7
月
1
日
1
7
月
1
0日
 

（土
、
日
を
除
く
）
 

⑨
新
規
申
請
手
続

（持
参
す
る
も
の
）
 
 

・

保
険
証

・
印
鑑
 

・

所
得
等
証
明
書
（
平
成
1
0年
度
）
 

◇
対
象
者
 

・

ひ
と
り
親
家
庭
等
の
父
又
は
母
が
扶

養
す
る
児
童
及
び
父
母
の
い
な
い
児

童
（
満
1
8歳
ま
で
）
 

・

前
述
の
児
童
を
養
育
す
る
父
又
は
母
 

（
た
だ
し
、自
己
負
担
が
1
、
0
0
0
円
）
 

※
新
規
申
請
は
随
時
受
付
し
て
いま
す
。
 

人
権
擁
護
委
員
は
、
例
え
ば
家
族
間

の
こ
と
、
近
隣
関
係
、
学
校
・
職
場
内

の
こ
と
な
ど
、
み
な
さ
ま
の
ご
相
談
に

応
じ
る
相
談
員
で
す
。
 

原
田
 

信
英
さ

ん
 

市
内
長
富
字
鎧
石
一
七
五
 

T
E
L
(3
6)
2
5
5
3
 

橋
本

満
里
子
さ
ん
 

市
内
ー
ッ
谷
三
九
 
五
 

T
E
L
(3
5)
3
0
1
4
 

7
月
は
 

社
会
を
明
る
く
す
る
 

運
動
強
調
月
間
で
す
 

ー
ふ
れ
あ
い
と
対
話
が
築
く
 

明
る
い
社
会
を
目
指
し
て
ー
 

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
と
は
、
わ

た
し
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
犯
罪
の
防
止

と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
、
地
域
の
人
が
力
を
合

わ
せ
て
、
犯
罪
の
な
い
明
る
い
社
会
を

築
こ
う
と
す
る
全
国
運
動
で
す
。
 

市
民
講
座
案
内
 

「津
軽
の
文
化

5
芸
能
と
笑
い
話

5
」
 

市
中
央
公
民
館
 
公
（3
5)
6
0
56
 

●

7
月
9
日
困
 
1
0時

ー
1
1時
3
0分

市
中
央
公
民
館
 
大
ホ
ー
ル
 

◇
講
師
 
松
木
広
泰
R
A
B
開
発
社
長

◇
対
象
 
ど
な
た
で
も
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日 曜日 催 	物 開演 入場料 日 曜日 催 	物 開演 入場料 

大
 

ホ
 
ー
 
ル
 

 

8
  

水
  

県立木造高等学校吹奏楽部 

第15回定期演奏会 
18:00 前売り 500円 

小
 
ホ
 
ー
 
ル
 

ハ
く〕
  

金
  

西北五梅花大会 9:30 

に
U
  

日
  

劇団雪姫第16回公演 

「逃亡者たちの家」 
14:00 

前売り1,300円 

当 	日1,500円 
15 水

  

夢の演歌 4大競演 

竜鉄也・門脇睦男・鏡五郎 

畠山みどり 

13:00 

18:30 

特別席4,000円 

A 指定3,000円 

B 指定2,000円 11 土
  

サエラ・ノスタルジック 

コンサート’98 
19:00 

前売り2,000円 

当 	日2,300円 

18 土
  

口
月
 

五所川原第一中学校 

視聴覚教室 
9:45 12 日

  

金
  

トーオー ャマハ 	ピアノ 

エレクトーン発表会 
10:00 無 	料 

20 
第22回日本ピアノコンクール 

五所川原審査会 
14:00 無 	料 

17 
社会保険 

算定基礎届事務説明会 
13:00 

20 日
『
 
 

第24回五所川原高校音楽部 

定期演奏会 
18:00 無 	料 

25 土
  

ありがとう 5周年 花ごよみ 

チャリテイーコンサート 
18:30 前売り1,000円 

22 水
  

五所川原警察友の会 

創立20周年記念式典 
16:30 

26 日
  

シンポジウム 

ふるさと発見セミナー 

“海道＆街道をゆく” 

14:00 無 	料 
29 水

  

五所川原高校吹奏楽部 

第19回定期演奏会 
18:30 無 	料 

◆対象夫婦 婚姻以来5ロ年（昭和23年婚姻）を経過した 

夫婦 

◆申込締切 日月25日（金） 16時まで、 

※ 日時、場所については追ってお知らせいたします。 

申し込みの際は、印鑑をこ持参ください。 

◆申し込み・間い合わせ 

市福祉事務所高齢福祉課（内線542）または各支所 

厚
生
年
金
に
関
す
る
 

相
談
の
お
知
ら
せ
 

国
保
年
金
課
 
国
民
年
金
係

内
線

2
1
1
・
2
1
2
 

あ
な
た
も
ア

ー
ト
の
世
界
へ
 

第
2
0回
市
民
絵

画
教
室
 

市
教
育
委
員
会
 
生
涯
学
習
課
 

内
線

5
5
5
 

再
就
職
準

備
セ
II（
ナ
ー
 

の
ご
案
内
 

市
働
く
婦
人
の
家
 

公
（
3
5)
8
8
9
8
 

F
A
X

(3
5)
8
9
5
3
 

,
 

弘
前
社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
毎
月

第
4
水
曜
日
に
厚
生
年
金
に
関
す
る
相

談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

年
金
手
帳
・
年
金
証
書
な
ど
を
持
参

の
上
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

な
お
、
大
変
混
み
合
い
ま
す
の
で
お

早
め
に
ど
う
ぞ
。
 

◇
白
程
 
7
月
2
2日
困
、
9
月
3
0日
困
 

◇
時
間
 
1
0時
3
0分
、
1
4時
3
0分
 

◇
場
所
 
五
所
川
原
商
工
会
館
 

(J
R
五
所
川
原
駅
横
）
 

※
8
月
の
相
談
は
中
止
で
す
。
 

詳
し
く
は
、
弘
前
社
会
保
険
事
務
所
 

か
0
1
7
2
(2
7)
1
3
1
0
へ
お
た
ず
 

ね
く
だ
さ
い
。
 

初
心
者
大
歓
迎
 

市
民
民
謡

教
室
 

市
教
育
委
員
会
 
生
涯
学
習
課
 

内
線

5
5
6
 

●

7
月
1
4日

・
7
月
2
8日
・
8
月
1
1日
 ・

8
月
2
5日
・
9
月
8
日
・
9
月
2
2日
 

1
0時

、
1
1時
3
0分
 

市
中
央
公
民
館
 

※
各
日
と
も
火
曜
日
、
1
0月
以
降
の
日

程
は
、
後
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
 

◇
講
師
 
長
尾
武
一
さ
ん
 

（
市伝
統
文
化
功
労
賞
受
賞
者
）
 

◇
対
象
者
ど
な
た
で
も
（受
講
料
無
料
）
 

●

7
月
1
7日
岡
、
1
9日
同
 

1
0時

、
1
5時
 

市
働
く
婦
人
の
家
 

◇
講
師
 
伊
藤
正
規
画
伯
 

（梅
田
出
身
、
日
展
会
員
、
光
風
会
評
 
 

議
員
、
日
本
美
術
家
連
盟
会
員
）
 

◇
内
容
 
洋
画
、
水
彩
画
、
素
描
 

◇
受
講
料
 
無
料

（
た
だ
し
、用
具
等
 

は
各
自
持
参
の
こ
と
）
 

◇
対
象
者
 
中
・
高
校
生
及
び
一
般
 

◇
申
込
期
日
 
7
月
1
0日
国
 

●

第
1
日
目
 
7
月
2
7日
囲
 

第
2
日
目
 
7
月
2
8日
因
 

両
日
と
も
9
時
3
0分

ー
1
2時
 

市
働
く
婦
人
の
家
 
第
3
講
習
室
 

◇
内
容
 
再
就
職
情
報
の
収
集
ポ
イ
ン
 

ト

・
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
の
基
礎
 
等
 

◇
対
象
者
 
育
児
や
介
護
な
ど
で
仕
事
 

を
退
職
し
、
再
就
職
を
希
望
し
て
い
 

る
方
。
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
。
 

全
疋
員
 
2
0名
（
先
着
順
）
 

◇
受
講
料
 
無
料
 

◇
主
催
 
労
働
省
 

（
財）
2
1世
紀
職
業
財
団
 

※
未
就
学
児
の
み
、
ご
希
望
に
よ
り
保
 

育
い
た
し
ま
す
。
 

7
月

3
1日
圏
は
 

師
験

（
第
一
期）
 

の
納
期
限

で
す
。
 



菊
ま
つ
り
に
自
作
の
 

菊
を
出
展
し
ま
せ
ん
か
 

商
工

観
光
課
 
内
線

3
9
2
 

育
児
休
業
 

・

介
護
休
業
に
か
か
る

助
成
金
等
説
明
会
 

雇
用
促
進
事
業
団
 

青
森
雇
用
促
進
セ
ン
タ

ー
 

容
0
1
7
7

(7
7)
1
2
3
4
 

こ
利
用
く
だ
さ
い
ノ

・
 

毎
週
土
曜
日
（
午
前
中
）
 

市
民
課
の
窓
口
業
務
（
一
部
）
 

を
受
付
し
て
い
ま
す
 

市
民
課
 内
線
2
0
1
、
2
0
6
 

嗣
園
サ
 ロ 

ン
 

●

7
月
1
0日
岡
s
1
2日
同
 

津
軽
金
山
焼
窯
業
協
同
組
合
敷
地
内

◇
イ
ざ
ノ
ト
内
容
 

7
月
1
0日
 
前
夜
祭
コ
ン
サ
ー
ト
 

7
月
1
1日
 
中
窯
々
出
し
即
売
会
 

陶
幻
郷
コ
ン
サ
ー
ト
 

7
月
1
2日
 
大
窯
々
出
し
即
売
会

そ
の
他
、
 「
陶芸
教
室
」
 
「
お楽
し

み
抽
選
会
」
 
「ク
ィ
ズ
ラ
リ
ー
」
な
ど

盛
り
だ
く
さ
ん
の
ィ
ベ
ン
ト
で
す
。
 

長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
を
着
用
し
て
く
だ
 

さ
い
。
お
弁
当
は
持
参
で
お
願
い
し
 

ま
す
。
 

◆
時
間
割
◆
 

A
深
夜
（
0
時

、
8
時
）
 

B
日
勤

（8
後

ー
1
6時
）
 

c
準
夜
（
1
6時

1
0
時
）
 

日 程 時間割シフト 

7/ 	9(*) B
  

C
  

1O(3 A
  

B
  

C
  

11 	() A
  

B
  

C
  

第
3
回

子
育
て
ト

ー
ク
 

絵
本
と
子
育
て
 

五
所
川
原
お

や
こ
劇
場

公
（3
4)
2
1
7
0
 

鞠
ノ
沢
窯
 

窯
焚
人
募
集
ノ

・
 

千
年
の
時
空
を
越
え
、
須
恵
器
の
炎
 

が
よ
み
が
え
り
ま
す
。
こ
の
歴
史
的
な

●
7
月
1
0日
岡
 
1
0時

ー
 

窯
焚
き
を
経
験
し
た
い
方
を
募
集
し
ま
 
エ
ル

ム
の
街
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
 

す
。
参
加
者
に
は
窯
元
松
風
作
「
須
恵
 

ー
内
 
2
階
ェ
ル
ム
ホ
ー
ル
 

器
ビ
ア
マ
グ
」
を
進
呈
し
ま
す
。
 

◇
講
師
 
附
田
清
子
さ
ん
 

●

7
月
9
日
困
5
1
1日
田
 
・

弘
前
女
子
厚
生
学
院
非
常
勤
講
師

◇
募
集
人
員
 
各
時
間
2
名
 
計
1
6名
 
・

岩
木
町
中
央
公
民
館
読
書
指
導
員

先
着
順
で
希
望
を
決
め
さ
せ
て
い
た
 

他
、
各
地
に
て
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
 

だ
き
ま
す
。
 

ー
プ
ィア
で
活
躍
。
 

◇
申
込
締
切
 
7
月
5
日
卿
 

◇
会
費
 
3
0
0
円

（当
日
徴
収
）
 

◇
お
願
い
 
薄
手
で
も
構
わ
な
い
の
で

※
託
児
室
を
準
備
し
て
い
ま
す
 

第
6
回
夏
の

陶
器
祭

り
 

津
軽
金

山
焼
窯
業

協
同
組
合

公
（
2
9)
3
3
5
0
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市
で
は
、
第
5
回
ご
し
ょ
が
わ
ら
菊
 

ま
つ
り
を
1
0月
3
1日
、
1
1月
1
日
の
2
 

日
間
、
菊
ケ
丘
水
郷
公
園
で
開
催
し
ま
 

す
。
そ
の
際
に
、
 一
般
の
方
か
ら
自
作
 

の
菊
出
展
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
 

ど
う
か
み
な
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
 

ち
し
て
お
り
ま
す
。
 

な
お
、
出
展
し
た
い
方
で
、
苗
の
な
 

い
方
に
は
苗
と
菊
の
作
り
方
の
手
引
き
 

を
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。
 

◇
苗
申
し
込
み
先
 

市
内
福
山
字
広
富
一
六
八
 

石
岡
 
浩
さ
ん
 

T
E
」

（2
9)
30
0
8
 

◇
苗
の
申
込
期
限
 
7
月
1
5日
困
 

就
業
規
則
を
導
入
す
る
際
の
ポ
イ
ン

ト
わ
ふ助
成
金
の
手
続
き
の
方
法
な
ど
を

説
明
し
ま
す
。是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
 

●

7
月
1
0日
岡
 
1
3時
3
0分

ー
 

市
中
央
公
民
館

2
階
第

1
会
議
室
 

◇
定
員
5
0名
（
参
加
料
無
料
）
 

夏
休
み
こ
ど
も
の
集
い
 

図
書
館
で
か
く
ぞ
ノ
・
夏
の絵
を
 

市
立
図
書
館
 
容
（3
4)
4
3
34
 

●

7
月
3
1日
岡
 
9
時

、
1
2時
 

図
書
館
2
階
閲
覧
室
 

※
絵
を
描
く
と
き
は
公
園
内
に
出
て
も
 

よ
い
。
 

◇
内
容
 

坂
本
菊
枝
先
生
に
よ
る
絵
画
教
室
 

◇
対
象
 
幼
児

、
小
学
生
 

◇
定
員
 
3
0名
（
先
着
順
）
 

◇
そ
の
他
 

絵
を
描
く
道
具
（水
彩
絵
の
具
、ク
レ
 

ョ
ン
）
は各
自
で
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
 

い
。紙
は
図
書
館
で
用
意
し
ま
す
。
 

国
際
協
力
に
関
す
る
 

作
文
募
集
 

五
所
川
原
郵

便
局
 
貯
金

課

容
（3
4)
3
2
0
5
 

◇
課
題
 
海
外
で
の
ボ
ー7
ノ
テ
ィ
ァ
活

動
等
、
国
際
協
力
に
関
し
て
日
頃
思

っ
て
い
る
こ
と
。
（8
0
0
字
程
度
、
 

4
0
0
字
詰
め
原
稿
用
紙
2
枚
）
 

◇
部
門

「小
学
生
」
 
「
中・
高
校
生
」
 

「
一
般
」
の
3
部
門
 

◇
テ

ー
マ
 
作
文
に
は
題
を
つ
け
る

町
 
私
に
で
き
る
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

◇
募
集
期
間
 

7
月
1
3日
囲

、
9
月
1
8日
国
 

※
申
し
込
み
に
つ
い
て
は
、
お
電
話
に
 

て
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

◇
そ
の
他
 

・

応
募
作
品
は
未
発
表
の
も
の
に限
る
。
 

・

応
募
作
品
は
返
却
さ
れ
ず
、
著
作
権

は
郵
政
省
に
帰
属
す
る
。
 

点
字
版
 

県
民
だ
よ
り
青
森
 

を
配
布
し
ま
す
 

視
力
障
害
者
の
方
た
ち
に
、
広
く
県

政
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く

た
め
に
 「県
民
だ
よ
り
あ
お
も
り
」
点

字
版
を
発
行
し
ま
し
た
。
 

配
布
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
電
話
に

て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

◇
受
付
時
間
 
9
時

、
1
2時
 

◇
業
務
内
容
 

①
住
民
票
世
帯
全
員
（
謄本
）
の
交
付
 

②
住
民
票
世
帯
1
人
（
抄本
）
の
交
付
 

③
印
鑑
登
録
証
明
書
の
交付
 

（印
鑑
登
録
証
の
カ
ー
ドを
持
参
し
た
 

場
合
の
み
）
 

④
住
民
票
記
載
事
項
証明
 

（年
金
受
給者
の
現
況届
等
）
 

⑤
出
稼
労
働
者
手
帳
の
証明
 

※
印
鑑
登
録
、
住
民
異動
及
び
戸
籍
等
 

は
取
り
扱
い
し
ま
せ
ん
の
で
、平
日
 

に
お
い
で
く
だ
さ
い
。
 

  

 

,
 

 

r
 



ツ
ベ
ルク
リ
ン
反
応
・
 

B
C
G
（
結核
予
防
）
 

種
を
行
い
ま
す
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を
記
入
し
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
 

③
お
子
さ
ん
の
健
康
状
態
を
よ
く
知
っ

て
い
る
方
が
お
連
れ
く
だ
さ
い
。
 

⑥
地
区
別
日
程
⑥
 

「
みん
な
の
健康
教
室
 

●

7
月
2
4日
岡
 
1
3時

、
 

市
働
く
婦
人
の
家
・
保
健
セ
ン
タ

ー
 

◇
講
師
 
中
村
整
形
外
科
病
院
 

中
村
登
喜
雄
先
生
 

◇
テ
ー
マ
 

「
け
がの
傷
を
美
し
く
す
る
に
は
」
 

◇
主
催
 

北
五
医
師
会
・
市
民
保
健
協
議
会
 

赤
十
字
水
上
安
全
法
 

「救
助
員
養
成
」
講
習
会
 

市
福
祉
事
務
所
 
生
活
福
祉
課
 

内
線

5
3
2
 

・

担
当
医
師
 
江
渡
内
科
医
院

江
渡
諒
治
先
生
 

●

7
月
2
7日
同
 
1
3時

、
1
4時

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
長
橋
 

・

担
当
医
師
 
兼
平
内
科
小
児
科
医
院
 

兼
平
一
旦
先生
 

◇
診
療
内
容
 

医
師
に
よ
る
診
察
、
尿
検
査
、
保
健
 

指
導
等
 

◇
持
参
す
る
も
の
 

健
康
手
帳
（
お
持
ち
の
方
）
 

※
当
日
会
場
へ
直
接
お
い
で
く
だ
さ
い
 

対 象 地 区 ッべルクリン反応検査 B C G 

栄
三
 
好
  

7月14日因 7月16日困 

みどり町、飯詰
長橋 

7月15日困 7月17日圏 

松島町、松島
中川 

7月22日困 7月24日囲 

五小、七和
毘沙門 

7月28日因 7月30日困 

南小 
梅沢 

7月29日困 7月31日国 

お
子
さ
ん
を
結
核
か
ら
守
る
た
め
に

ぜ
ひ
予
防
接
種
を
受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
 

◇
対
象
 

生
後
3
カ
月
、
4
8カ
月
未
満
の
乳
幼

児
（
た
だ
し
、い
ま
ま
で
B
c
G
接
種

を
受
け
た
乳
幼
児
は
除
き
ま
す
。）
 

◇
場
所
 

市
働
く
婦
人
の
家

・
保
健
セ
ン
タ

ー
 

◇
受
付
時
間
 
1
2時
3
0分

、
1
3時
3
0分

◇
注
意
事
項
 

①
発
熱
な
ど
体
調
の
わ
る
い
子
、
他
の

予
防
接
種
を
受
け
て
い
る
お
子
さ
ん

は
、
接
種
間
隔
に
つ
い
て
か
か
り
つ

け
の
お
医
者
さ
ん
と
相
談
し
て
お
い

で
く
だ
さ
い
。
 

②
母
子
健
康
手
帳
と
予
診
票

（
青色
）
 

愛
の
血
液
 

助
け
合
い
運
動
月
間
 

献
血
を
受
け
る
患
者
さ
ん
に
と
っ
て

副
作
用
の
少
な
い
安
全
性
の
高
い
輸
血

を
行
う
た
め
に
、4
0
0
配
献
血
、成
分

献
血
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

※
献
血
申
し
込
み
か
ら
終
了
ま
で
、
全

血
献
血
で
は
約
1
0ー
2
0分
、
成
分
献

血
で
は
約
6
0、
9
0分
の
時
間
が
か
か

り
ま
す
。
 

●

7
月
1
3日
同
5
7
月
1
6日
困
 

八
戸
市
民
プ
ー
ル
及
び
南
部
山
健
康
 

体
育
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル
 

●

7
月
1
4日
因
、
7
月
1
7日
岡
 

青
森
県
総
合
運
動
公
園
プー
ル
 
他

◇
講
習
内
容
 

溺
者
救
助
法
、
事
故
防
止
、
け
が
人

ゃ
急
病
人
の
た
め
の
応
急
手
当
な
ど

◇
費
用
 
教
材
費
2
、
0
0
0
円
 

◇
参
加
資
格
 
4
日
間
水
に
入
り
訓
練

で
き
る
1
8歳
以
上
の
健
康
な
男
女
で
 

5
0）川
以
上
クロ
ー
ル
又
は
平
泳
ぎ
で

泳
げ
る
方
 

◇
申
込
締
切
 
7
月
1
0日
団
 

※
詳
し
い
内
容
、
申
し
込
み
方
法
に
つ

い
て
は
、生
活
福
祉
課
ま
で
。
 

へ
 

,
 

健
康
 
相
談
 

◇
内
容
 

心
の
相
談
、
病
気
の
相
談
、
血
圧
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ニ井もどき＆ニンジンジュース 

A 30 
プーマ 

二I:．コ・ 

三 クッキング 

五所川原市食生活改善推進員会 

一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
 

材料（4人分） 

ニンジンの絞りカス 2カップ 
バター 	109 
卵 	 3 個 
酒 	大さじ 1 
味たれ 	大さじ 1 
塩 	 少々 
大葉 	 5枚 
焼きのり 
（もみのりにする） 1枚 
パルメザンチーズ 少々 

ニンジンの絞りカス

を無駄なく利用し、し 

Iゃれたメニューに大変

身．.‘．。 
溶き卵やパルメザン

チーズを加えることで、 

ニンジン独自のにおい

を消すことができ、ニ

ンジンが苦手な人でも

食べやすいように工夫

されています。 

作り方 

①ニンジンはおろし金ですりおろし、さらしでこし

てジュースと絞りカスに分ける。 

②熱したフライパンにバターを敷き、ニンジンの絞 

りカスを妙め、酒、たれ、塩を加える。 

③溶き卵を②に加え、よくかき混ぜて火を止める。 

④器にご飯をよそい、その上に③をかlナノfルメザン 

チーズをふりかけ、大葉の千切り、焼きのりをか 

ける。 

⑤ジュースは冷やしておき、グラスに注ぐ。 

救急医療当番医 

ー

田

川
ー
 

不
を
元
気
に
過
ご
し
た
い」
 

奈
良
 
清

富
さ
ん

（7
7)
 

シリーズ 	ー 30一 

私の健康づくり 

今回は、シルバー人材センターで楽しく元

一 気に働いている奈良清富さんを紹介します。 

、 

	

	奈良さんは田川小学校の用務員として20年 

間勤務された後、 「これからも健康を考える

と何かやってみたい」 と思ったそうです。そ

んな奈良さんが選んだのは市営住宅の集金係。 

車に乗れないため、毎日自転車で通勤してい

ました。 いつも「自転車があっての自分だな」 

と感謝の気持ちを持ち続けています。元旦に

は自転車にしめ縄、あげ物を供えて1年間の

労をねぎらっています。 

集金係を 7年間勤めた後、奈良さんはまだ

まだ自分の力を生かしたいと、現在はシルバ 

ー人材センターへ月に 8回の割合で行ってお

り 「センターの皆さんが支えてくれ、楽しく

過ごせることをいつも感謝しています。これ

からも自分なりに頑張りたいと思います」 と 

一 働く楽しさを語っていました。 

て 老いてなお、ますます盛んな奈良さん、そ

の源は何ですかと尋ねると 「妻が作るバラン

スを考えた毎日のごちそうです」 と笑って答

えてくれました。奥さんは最近膝が弱くなっ

てきたため、家の田・畑仕事のほとんどを奈

良さんがこなし、センターの仕事はその合間

です。奥さんをとてもいたわっているのがわ

かります。 

こんな奈良さんも、以前は胃をわずらい入

院生活の経験もあるそうです。 また長年、血

圧治療も続けています。 「年をとれば体も弱

くなってくるのはしかたがない。それをふま

えて今を元気に過ごしたい」 と奈良さん。 

「年をとっても夫婦2 人で幸せです」 と最

後にはなしてくれました。 

高齢化社会、長い人生の中で健康を保つためには、 

適度な運動、バランスのとれた食事、そして夫婦円満

こそ必要なのだと奈良さんのお話から教えられます。 

月/日 曜日 医療機関名 医療機関所在地 電話 

7/5 日
  

兼平内科小児科医院 五所川原市旭町55-2 35 -3167 

7/12 日
  

対馬内科小児科医院 五所川原市田町4-5 34-3431 

「
ー
 
ハ

u
J
 
 

ノ
I
 
 

口
］
 
 

安斎レデイス・ 
ク l)ニッ ク 五所川原市一ッ谷148 33-1103 

※1．対応時間（電話で市雀認してから）9:OO--17:OO 
2．その他、マ肖防署（救急病院案内 ，34-4999) てる

紹介します。 
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五所川原市役所 容35-2111 
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